
 別紙  

 

【個人賞】 

 

○ 京都市長賞 

  Ａコース「車内愛互」（しゃないあいご） 佐野
さ の

 裕一
ゆういち

 さん（京都市北区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 京都市教育長賞 

  Ａコース「携帯夢中」（けいたいむちゅう） 山田
や ま だ

 陽人
は る と

 さん（京都市右京区） 

                      （小学校５年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（応募者コメント） 

「小さな思いやりはきっと社会

に波及する。」をテーマに四コママ

ンガを制作しました。 

（応募者コメント） 

家族で食事中，お父さんだけス

マホを見ています。せっかくの家

族団らんの時間が…。 



 

○ 優秀賞 

  Ａコース「命令厳守」（めいれいげんしゅ） 阿部
あ べ

 松代
ま つ よ

 さん（川崎市麻生区） 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 優秀賞 

  Ａコース「忘己利他」（もうこりた） 岩本
いわもと

 しんじ さん（福岡県大牟田市） 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（応募者コメント） 

「ノー残業」と言いつつ，実際のところ

は表面だけ，という実態があるような… 

（応募者コメント） 

人のために尽くすと自分も癒

やされます。 



 

○ 優秀賞 

  Ａコース「笑顔円満」（しょうがんえんまん） 中西
なかにし

 伸治
し ん じ

 さん（滋賀県野洲市） 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 佳 作 

  Ａコース「段差無用」（バリアフリー） 伊藤
い と う

 文人
ふ み と

 さん（神奈川県平塚市） 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（応募者コメント） 

笑顔のそばには笑顔が集いみん

な幸せ。みんなを笑顔にする「め

がね」があると「もめごと」「いじ

め」も無くなり「笑顔」があふれ

た学校になることを願い描きまし

た。 

（応募者コメント） 

全ての道に段差がなくなり車椅

子の人が自由に動けたらと思い，

考えました。 



 

○ 佳 作 

  Ａコース「傷心永久」（しょうしんえいきゅう） 小林
こばやし

 尚武
なおたけ

 さん（茨城県つくば市） 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 佳 作 

  Ａコース「阡陌交通」（せんぱくこうつう） 松永
まつなが

 花奈
か な

 さん（京都府久世郡久御山町） 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（応募者コメント） 

いじめを受けた心の傷は消えることは，あ

りません。 

今も，昔も。 

（応募者コメント） 

人に押し潰されて見えない人権 



 

○ 佳 作 

  Ａコース「桜梅桃李」（おうばいとうり） 望月
もちづき

 尚
たかし

 さん（静岡市駿河区） 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 佳 作 

  Ａコース「忘善自失」（ぼうぜんじしつ） 若林
わかばやし

 咲希
さ き

 さん（徳島県徳島市） 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

（応募者コメント） 

ＬＧＢＴの方たちが差別や偏見を感じる

ことなく，普通に生活できる社会が来ること

を願っています。 

（応募者コメント） 

何か注意されても，みんなやっているか

ら，と言う人がいます。 

みんな，ではなくて自分で善悪を判断でき

ないのは，自分を見失っているのではないで

しょうか。 



 

○ 奨励賞 

  Ｂコース  安達
あ だ ち

 楓
かえで

 さん（京都市上京区）（小学校６年生） 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 奨励賞 

  Ａコース「皆顔見話」（かいがんけんわ） 小野
お の

 晴夏
は る か

 さん（京都市山科区） 

                     （中学校３年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 奨励賞 

  Ａコース「安全確認」（あんぜんかくにん） 村田
む ら た

 雛
ひな

 さん（京都市北区） 

                      （小学校６年生） 

 

（応募者コメント） 

友達に話し掛けているのに，友達は各々

スマホをしたり，ゲームをしたり，イヤホ

ンで音楽を聴いていたりして，心の中で傷

ついています。みんなお互いに顔を見て話

をしたら，みんな仲良くなるし，楽しいと

いうことを分かって欲しいです。そうすれ

ば，いじめもなくなると思います。 

（応募者コメント） 

コンビニの前の点字ブロックの上に自

転車が止めてあるのを見ました。危ないの

でやめて欲しいです。 

（応募者コメント） 

この作品は心や体に一生残る傷がついて

も，誰かが手を差し伸べればその人は変われ

る！…という思いで描きました。 


